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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 51,482 △38.1 △1,933 ― △2,063 ― △2,018 ―
22年3月期第2四半期 83,148 54.1 1,158 ― 1,029 ― 1,416 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △28.08 ―
22年3月期第2四半期 19.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 163,402 28,460 17.4 395.88
22年3月期 179,674 33,211 18.5 461.97

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  28,460百万円 22年3月期  33,211百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 170,200 △1.4 1,000 45.0 800 92.0 550 △30.8 7.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注） 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・ 
   手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが実施済です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３頁「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名          － ）、 除外 ―社 （社名          － ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 73,531,406株 22年3月期  73,531,406株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,640,833株 22年3月期  1,640,454株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 71,890,693株 22年3月期2Q  71,893,854株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における建設市場は、第１四半期に引き続き公共投資は減少を続

け、また、急速な円高が加わり、民間設備投資も低迷するといった先行き不透明感から景気回復

への力強さが見えず、依然として厳しい状況で推移しました。 

 この様な状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は次の通りとなりました。 

 売上高につきましては、建設事業50,644百万円に不動産事業838百万円を加えた51,482百万円

（前年同四半期比38.1％減）となりました。 

 利益につきましては、営業損失は1,933百万円（前年同四半期は1,158百万円の営業利益）、経

常損失は2,063百万円（前年同四半期は1,029百万円の経常利益）、四半期純損失は2,018百万円

（前年同四半期は1,416百万円の四半期純利益）となりました。 

 なお、建設事業におきましては、工事の完成引渡し時期が第４四半期連結会計期間に集中する

傾向があるため、第４四半期連結会計期間の工事進捗率が高くなることにより、売上高は通期の

業績に対し第２四半期連結累計期間の割合が低くなるといった季節的変動があります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末比16,272百万円減

（9.1％減）の163,402百万円となりました。その内訳としまして、流動資産は前連結会計年度末

比11,891百万円減（9.6％減）の111,692百万円、固定資産は前連結会計年度末比4,380百万円減

（7.8％減）の51,709百万円となりました。 

 負債の部は、前連結会計年度末比11,520百万円減（7.9％減）の134,942百万円となりました。

その内訳としまして、流動負債は前連結会計年度末比591百万円減（0.5％減）の110,763百万

円、固定負債は前連結会計年度末比10,929百万円減（31.1％減）の24,178百万円となりました。

 純資産の部は、前連結会計年度末比4,751百万円減（14.3％減）の28,460百万円となりまし

た。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比

856百万円減の34,042百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、227百万円の収入

超過、投資活動によるキャッシュ・フローは、572百万円の収入超過、財務活動によるキャッシ

ュ・フローは、1,370百万円の支出超過となりました。 

  
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月14日に公表いたしました連結業績予想に関しましては現時点において変更は行っ

ておりません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  
  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 一般債権の貸倒見積高の算定につきましては、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等を使用しておりま

す。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該

予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの

に限定する方法により行っております。 

  また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法により行っておりま

す。 

   
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。   

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 34,042 34,898

受取手形・完成工事未収入金等 34,115 45,474

未成工事支出金 33,967 33,685

販売用不動産 137 191

その他 9,448 9,354

貸倒引当金 △19 △20

流動資産合計 111,692 123,583

固定資産   

有形固定資産   

土地 12,987 13,253

その他（純額） 4,954 5,082

有形固定資産合計 17,941 18,335

無形固定資産 37 43

投資その他の資産   

投資有価証券 32,553 36,465

その他 2,762 2,842

貸倒引当金 △1,585 △1,596

投資その他の資産合計 33,730 37,711

固定資産合計 51,709 56,090

資産合計 163,402 179,674



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 30,922 42,521

短期借入金 22,382 20,932

1年内償還予定の社債 12,131 5,662

未払法人税等 80 102

未成工事受入金 35,885 32,973

完成工事補償引当金 100 122

賞与引当金 274 507

工事損失引当金 5,104 4,952

その他 3,882 3,580

流動負債合計 110,763 111,354

固定負債   

社債 3,350 12,075

長期借入金 5,845 6,035

繰延税金負債 6,855 8,376

退職給付引当金 6,219 6,719

役員退職慰労引当金 182 183

その他 1,726 1,718

固定負債合計 24,178 35,108

負債合計 134,942 146,463

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,695 3,695

資本剰余金 522 522

利益剰余金 15,039 17,416

自己株式 △405 △405

株主資本合計 18,851 21,229

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,942 12,212

繰延ヘッジ損益 △1 2

為替換算調整勘定 △332 △232

評価・換算差額等合計 9,608 11,982

純資産合計 28,460 33,211

負債純資産合計 163,402 179,674



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 80,342 50,644

不動産事業等売上高 2,806 838

売上高合計 83,148 51,482

売上原価   

完成工事原価 78,041 49,650

不動産事業等売上原価 349 309

売上原価合計 78,391 49,959

売上総利益   

完成工事総利益 2,301 994

不動産事業等総利益 2,456 528

売上総利益合計 4,757 1,523

販売費及び一般管理費 3,599 3,456

営業利益又は営業損失（△） 1,158 △1,933

営業外収益   

受取利息 29 29

受取配当金 321 356

その他 96 105

営業外収益合計 447 490

営業外費用   

支払利息 371 339

為替差損 136 218

その他 67 62

営業外費用合計 576 620

経常利益又は経常損失（△） 1,029 △2,063

特別利益   

前期損益修正益 12 76

固定資産売却益 － 201

貸倒引当金戻入額 470 5

その他 8 9

特別利益合計 492 293

特別損失   

前期損益修正損 45 20

投資有価証券評価損 0 138

その他 2 42

特別損失合計 48 201

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,473 △1,971

法人税、住民税及び事業税 61 54

法人税等調整額 △4 △8

法人税等合計 56 46

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,018

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,416 △2,018



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,473 △1,971

減価償却費 208 196

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） △495 △12

工事損失引当金の増減額（△は減少） 402 152

退職給付引当金の増減額（△は減少） △219 △499

受取利息及び受取配当金 △351 △385

支払利息 371 339

有形固定資産売却損益（△は益） － △201

投資有価証券売却損益（△は益） △4 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2 138

売上債権の増減額（△は増加） 8,439 11,358

未成工事支出金の増減額（△は増加） △686 △281

販売用不動産の増減額（△は増加） 68 53

仕入債務の増減額（△は減少） △6,627 △11,636

未成工事受入金の増減額（△は減少） 10,298 2,911

その他 △1,475 62

小計 11,403 251

利息及び配当金の受取額 344 399

利息の支払額 △382 △346

法人税等の支払額 △99 △77

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,265 227

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △43 △2

有形固定資産の売却による収入 － 502

投資有価証券の取得による支出 △5 △8

投資有価証券の売却による収入 11 －

貸付金の回収による収入 57 22

その他 41 58

投資活動によるキャッシュ・フロー 62 572

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,200 1,450

長期借入金の返済による支出 △190 △190

社債の償還による支出 △836 △2,256

配当金の支払額 △359 △359

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 △3 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,589 △1,370

現金及び現金同等物に係る換算差額 △184 △284

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,554 △856

現金及び現金同等物の期首残高 28,474 34,898

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,029 34,042



 該当事項はありません。 

  
  

 該当事項はありません。 

  

  

（１）個別受注実績 

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額 

   ②パーセント表示は、前年同四半期比増減率 

   

  

（２）個別受注予想 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

  受 注 高 

   百万円  ％ 

平成23年３月期第２四半期 37,732 △27.4 

平成22年３月期第２四半期 51,968 △20.9 

   

区 分  

  

平成22年３月期 

第２四半期  

平成23年３月期 

第２四半期 
比較増減 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％）  

金額 

（百万円）

構成比  

（％）  

金額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

建 

 

設 

 

事 

 

業 

建築 

官公庁  7,791  20.3

 73.8

 4,950  15.9

 82.7

 △2,841  △36.5

民間   30,563  79.7  26,268  84.1  △4,294  △14.1

計   38,355  100.0  31,218  100.0  △7,136  △18.6

土木 

官公庁  10,597  77.8

 26.2

 4,245  65.2

 17.3

 △6,351  △59.9

民間   3,015  22.2  2,268  34.8  △746  △24.8

計   13,613  100.0  6,514  100.0  △7,098  △52.1

合計 

官公庁  18,389  35.4

 100.0

 9,195  24.4

 100.0

 △9,193  △50.0

民間   33,578  64.6  28,537  75.6  △5,041  △15.0

計   51,968  100.0  37,732  100.0  △14,235  △27.4

  受 注 高 

   百万円  ％ 

平成23年３月期予想 150,000 23.5 

平成22年３月期実績 121,439 △27.7 
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